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説明事項

１ 学習指導要領と保健の学習

２ 性に関する内容
～エイズ及び性感染症を中心に～
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１ 学習指導要領と保健の学習
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◆全国どの地域でも、一定の水準の教育を受けられるよう
にするため、文部科学省では学校教育法に基づき、各学
校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定
めています。これを「学習指導要領」といいます。

◆「学習指導要領」では、小学校、中学校、高等学校等ご
とに、それぞれの教科等の目標や大まかな内容を定めて
います。また、これとは別に、学校教育法施行規則で、
例えば教科等の年間の標準授業時数等が定められていま
す。

◆各学校では、学習指導要領や年間の標準授業時数等を踏
まえ、地域や学校の実態に応じて、「教育課程（カリ
キュラム）」を編成しています。
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学習指導要領とは何か？



「生きる力 学びの、その先へ」



何ができるようになるかどのように学ぶか

何を学ぶか

「生きる力」を育むために

「確かな学力」 「豊かな心」 「健やかな体」
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生きる力を育む小学校保健教育の手引（文部科学省H31.3）

体育科・保健体育科における保健の学習の体系

２４ｈ
程度

４８ｈ
程度

２単位
（７０ｈ）



7生きる力を育む小学校保健教育の手引（文部科学省H31.3）

体育科・保健体育科における保健の学習の体系



２ 性に関する内容
～エイズ及び性感染症を中心に～
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小学校（保健領域） 中学校（保健分野） 高等学校（科目保健）

「健康な生活」（３年）
・健康な生活
・１日の生活の仕方
・身の回りの環境

「体の発育・発達」(４年)
・体の発育・発達
・思春期の体の変化
・体をよりよく発育・発達させるための生活

「心の健康」（５年）
・心の発達
・心と体との密接な関係
・不安や悩みへの対処

「けがの防止」（５年）
・交通事故や身の回りの生活の危険が原因
となって起こるけがとその防止
・けがの手当

「病気の予防」（６年）
・病気の起こり方
・病原体が主な要因となって起こる病気の
予防
・生活行動が主な要因となって起こる病気
の予防
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・地域の様々な保健活動の取組

「健康な生活と疾病の予防」
（１．２．３年）

・健康の成り立ちと疾病の発生要因
・生活習慣と健康
・生活習慣病などの予防
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・感染症の予防
・個人の健康を守る社会の取組

「心身の機能の発達と
心の健康」（１年）

・身体機能の発達と個人差
・生殖に関わる機能の成熟と適切な行動
・精神機能の発達と自己形成
・欲求やストレスへの対処と心の健康

「傷害の防止」（２年）
・交通事故や自然災害などによる傷害の発
生要因
・交通事故などによる傷害の防止
・自然災害による傷害の防止
・応急手当

「健康と環境」（３年）
・身体の環境に対する適応能力・至適範囲
・飲料水や空気の衛生的管理
・生活に伴う廃棄物の衛生的管理

「現代社会と健康」

・健康の考え方
・現代の感染症とその予防
・生活習慣病などの予防と回復
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康
・精神疾患の予防と回復

「安全な社会生活」
・安全な社会づくり
・応急手当

「生涯を通じる健康」
・生涯の各段階における健康
・労働と健康

「健康を支える環境づくり」
・環境と健康
・食品と健康
・保健・医療制度及び地域の保健医療機関
・様々な保健活動や社会的対策
・健康に関する環境づくりと社会参加

（原則として、入学年次及びその次
の年次の２か年にわたり履修）

小・中・高等学校の保健の内容（性に関する内容）
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校種 学習指導要領解説の内容（キーワード）

小学校

（第４学年）

（イ）思春期の体の変化
思春期、体つきに変化、人によって違いがある、男子はがっしりした体つき、女子は丸みのある体つき、男
女の特徴、初経、精通、変声、発毛、異性への関心、個人によって早い遅いがあるだれにでも起こる、大人
の体に近づく現象

中学校

（第１学年）

（イ）生殖にかかわる機能の成熟
思春期、性腺刺激ホルモン、生殖器の発育、生殖機能が発達、男子では射精、女子では月経、妊娠、個人
差、性衝動、異性の尊重、性情報への対処、性に関する適切な態度や行動の選択
■受精・妊娠を取り扱う、妊娠の経過は取り扱わない、性衝動が生じる、異性への関心、異性の尊重、情報
への適切な対処や行動の選択

中学校

（第３学年）

（ｵ）感染症の予防
エイズ及び性感染症の増加傾向、青少年の感染、疾病概念、感染経路。感染のリスクを軽減、エイズの病
原体、ヒト免疫不全ウイルス（HIV），感染経路は性的接触，性的接触をしない，コンドームを使うことなどが
有効
■後天性免疫不全症候群（エイズ）及び性感染症について取り扱う。

高等学校
(ｲ)現代の感染症とその予防
エイズ及び性感染症，原因及び予防のための個人の行動選択や社会の対策

高等学校

(ｱ)生涯の各段階における健康
㋐思春期と健康
思春期における心身の発達、性的成熟に伴う健康課題，自分の行動への責任感、異性を理解したり尊重
したりする態度，性に関する情報等への適切な対処
㋑結婚生活と健康
結婚生活，心身の発達や健康の保持増進、受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題，健康課題には年齢
や生活習慣などの関わり，家族計画の意義、人工妊娠中絶の心身への影響，自他の健康に対する責任感，
良好な人間関係、家族や周りの人からの支援、母子の健康診査の利用、保健・医療サービスの活用、妊娠
のしやすさを含む男女それぞれの生殖に関わる機能
■思春期と健康、結婚生活と健康、生殖に関する機能、責任感を涵養、異性を尊重する態度、性に関する
情報等への適切な対処

性に関する内容（保健領域、保健分野、科目保健）
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中学校 保健体育科 保健分野
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（１）健康な生活と疾病の予防 ≪第3学年≫
（ｵ）感染症の予防
㋑ エイズ及び性感染症の予防
エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題に

なっていることから，それらの疾病概念や感染経路について理
解できるようにする。また，感染のリスクを軽減する効果的な
予防方法を身に付ける必要があることを理解できるようにする。
例えば，エイズの病原体はヒト免疫不全ウイルス（HIV）であ
り，その主な感染経路は性的接触であることから、感染を予防
するには性的接触をしないこと，コンドームを使うことなどが
有効であることにも触れるようにする。
なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校

全体で共通理解を図ること，保護者の理解を得ることなどに配
慮することが大切である。

＊中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編より抜粋
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指導上の留意事項



高等学校 保健体育科 科目保健
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（１）現代社会と健康 ≪入学年次又はその次の年次≫
（ｲ）現代の感染症とその予防
感染症は、時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受け、発

生や流行に違いが見られることを理解できるようにする。その際、
交通網の発達により短時間で広がりやすくなっていること、また、
新たな病原体の出現、感染症に対する社会の意識の変化等によって、腸
管出血性大腸菌（O 157等）感染症、結核などの新興感染症や再興
感染症の発生や流行が見られることを理解できるようにする。
また、感染症のリスクを軽減し予防するには、衛生的な環境の整

備や検疫、正しい情報の発信、予防接種の普及など社会的な対策と
ともに、それらを前提とした個人の取組が必要であることを理解で
きるようにする。その際、エイズ及び性感染症についても、その原
因、及び予防のための個人の行動選択や社会の対策について理解で
きるようにする。

＊高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編より抜粋
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13

中学校第３学年 「健康な生活と疾病の予防」（事例）
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践（動画）



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践

令和３年度 令和４年度 令和５年度（案）

「体の発育・発達」（第４学年）

　(イ)思春期の体の変化

「健康な生活」（第３学年）

　(イ)一日の生活の仕方

「病気の予防」（第６学年）

　(イ)病原体が主な要因となって起こる病気の予防

「心の健康」（第５学年）

　(ウ)不安や悩みへの対処

　特別活動（学級活動）⑵　（高学年）

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成

「心身の機能の発達と心の健康」（第１学年）

　(エ)欲求やストレスへの対処と心の健康

「傷害の防止」（第２学年）

　(エ)応急手当の意義と実際

「健康な生活と疾病の予防」（第２学年）（外）

　(ウ)　生活習慣病などの予防（がん）

「生活習慣病などの予防と回復」(第２学年)

(エ)喫煙・飲酒・薬物乱用と健康（薬物乱用と健康）

「健康な生活と疾病の予防」（第３学年）

　(オ)感染先勝の予防　性感染症の予防

　特別活動（学級活動）⑵　（第２学年）（性情報）

ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応

「現代社会と健康」（第２学年）

　(ウ)生活習慣病などの予防と回復（がん）

「現代社会と健康」（第１学年）

　(オ)精神疾患の予防と回復

「現代社会と健康」（第２学年）（外）

　(イ)現代の感染症とその予防

「安全な社会生活」（第１学年）

　(イ)応急手当（心肺蘇生法）

「生涯を通じる健康」（第１学年）

　(ア)生涯の各段階の健康（結婚生活と健康）

小

学

校

中

学

校

高

等

学

校

保健教育授業動画一覧校

種

性

心

感染症

がん

薬乱

応急手当（技能）

（公材）日本学校保健会児童生徒の健康管理・健康づくり推進委員会
保健の授業に関する動画コンテンツ（授業動画）
https://www.gakkohoken.jp/health-management-and-health-
promotion/

https://www.gakkohoken.jp/health-management-and-health-promotion/
https://www.gakkohoken.jp/health-management-and-health-promotion/
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